指定介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）入所指針
	改　　正　　後
	改　　正　　前

	２．入所判定対象者の選定について
（１）　略

（２）　略

（３）　要介護１又は２の方の入所申込みについては、以下のとおりとする。
　　①　施設は、入所申込みの書類に、特例入所の要件を具体的に記載した上で、その内容を申込者側に丁寧に説明し、申込者側に特例入所の要件への該当に関する申込者側の考えを記載してもらうこと。
　　②　申込者側から特例入所の要件に該当している旨の申立てがある場合には、入所申込みを受け付けない取扱いは認めないこととする。
③　入所判定が行われるまでの間に施設と入所申込者の介護保険の保険者である市町等（以下「保険者」という。）との間で情報の共有等を行うこと。なお、施設と保険者との間での必要な情報共有等が行われるのであれば、以下の取扱いと異なる手続きとすることを妨げるものではない。

　　　
　　　イ　特例入所の要件に該当する旨の入所申込みを受けた場合において、施設は、保険者に対して別紙様式第１号により報告を行うとともに、当該入所申込者が特例入所対象者に該当するか否かを判断するに当たって、その意見を求めること。

　　　ロ　イの求めを受けた場合において、保険者は、地域の居宅等サービスや生活支援などの提供体制に関する状況や、担当の介護支援専門員からの居宅等における生活の困難度の聴取の内容なども踏まえ、施設に対して適宜意見を様式第２号により表明できるものとすること。

　　　ハ　下記４．の入所を決定する際の手続きとして設置する入所に関する検討のための委員会においては、「介護の必要の程度」や「家族の状況」等について、ロの意見表明から相当期間経過し、入所申込者の状況が変化した可能性があると施設が判断した場合、改めて別紙様式第３号により、保険者に意見を求めることが望ましいこと。
６．特別な事由による入所等
（１）　略
①　略
②　老人福祉法第11条第１項第２号の規定による措置（同法第10条の４第１項第３号の
規定による市町が行った措置により当該施設において空床利用型の短期入所生活介護の
利用が行われる場合を含む。）委託による場合。
　（２）　略
１２．附則
　（１）～（３）　略
　（４）　この指針は平成２９年８月１４日より施行する。
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　※「被保険者証（写）」・直近３ヶ月の「サービス利用票（写）」・「サービス利用票別表（写）」を添付して下さい。
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	２．入所判定対象者の選定について
（１）　略

（２）　略

（３）　要介護１又は要介護２の入所申込者の特例入所が認められる場合には、以下のような　取扱いにより、入所判定が行われるまでの間に施設と入所申込者の介護保険の保険者である市町等（以下「保険者」という。）との間で情報の共有等を行うこと。なお、施設と保険者との間での必要な情報共有等が行われるのであれば、以下の取扱いと異なる手続きとすることを妨げるものではない。
　　　①　施設は、入所申込者に対して、居宅において日常生活を営むことが困難なことについてやむを得ない事由について、その理由など必要な情報の記載を入所申込みに当たって求めることとすること。
　　　②　この場合において、施設は、保険者に対して別紙様式第１号により報告を行うとともに、当該入所申込者が特例入所対象者に該当するか否かを判断するに当たって、その意見を求めること。
　　　③　②の求めを受けた場合において、保険者は、地域の居宅等サービスや生活支援などの提供体制に関する状況や、担当の介護支援専門員からの居宅等における生活の困難度の聴取の内容なども踏まえ、施設に対して適宜意見を様式第２号により表明できるものとすること。
　　　④　また、下記４．の入所を決定する際の手続きとして設置する入所に関する検討のための委員会においては、「介護の必要の程度」や「家族の状況」等について、③の意見表明から相当期間経過し、入所申込者の状況が変化した可能性があると施設が判断した場合、改めて別紙様式第３号により、保険者に意見を求めることが望ましいこと。
６．特別な事由による入所等
　（１）　略
　　　①　略
　　　②　老人福祉法第11条（第１項二）に規定する措置委託による場合。
　（２）　略　
１２．附則

（１）～（３）　略
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　※「被保険者証（写）」・直近３ヶ月の「サービス利用票（写）」・「サービス利用票別表（写）」を添付して下さい。
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